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論　文





 本稿は，本学名古屋校舎で 2011 年度に開講された Reading I/II につ
いて，その習熟度別選抜クラス編成 （発展・通常・基礎） の成果と課題
を検討した。具体的には，入学時のクラス編成テスト，1 年終了時の
















 旧カリキュラムでは，1 年次の「論説英文講読 I/II」と「TOEIC I/II」（I：春学期，II：




コア向上を，それぞれ主眼としており，どちらも法営両学部の学生が混在する 35 ～ 40 名
程度のクラス編成であった。
 新カリキュラムでは，1 年次に「Reading I/II」と「Communicative English I/II」（I：
春学期，II：秋学期），2 年次に「Reading III/IV」（III：春学期，IV：秋学期）と「Practical 
English」（春学期），「TOEIC I」（秋学期）の計 8 単位が必修科目として設定されている。
このうち「Reading」は，旧カリキュラムにおける「論説英文講読」と同様の位置づけで
ある。また「Practical English」および「TOEIC I」は，これまで 1 年次に開講されていた










1年 春 論説英文講読I Reading I
TOEIC I Communicative English I
秋 論説英文講読II Reading II
TOEIC II Communicative English II
2年 春 論説英文講読III Reading III
Practical English
秋 論説英文講読IV Reading IV
TOEIC I
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1.3　Reading における習熟度別クラス編成の導入








 Reading I/II のクラス編成は，入学時（4 月）に実施した独自試験（クラス編成テスト）
の得点を用いた。この試験は，本学教員が作成した全 75 問（45 分）の多肢選択問題で構
成され，主に基礎レベルの語彙と文法の力を確認するものであった。問題形式は TOEIC テ
ストの Part 5 に即している。
 クラス編成に際しては，クラスサイズや選抜人数，得点の開きなどを考慮し，発展 2 ク
ラス（HA クラス 21 名，HB クラス 24 名）および基礎 2 クラス（BA クラス 28 名，BB ク








クラス数 n M SD 95% CI min max
発展クラス 2 45 58.38 2.61 ［57.59，59.16］ 56 67
通常クラス 23 778 40.00 8.13 ［39.43，40.57］ 23 55
基礎クラス 2 44 18.86 2.47 ［18.11，19.61］ 11 22
  全体 27 867 39.88 10.01 ［39.12，40.55］ 11 67








した。その結果，今回の Reading I/II クラス編成では，発展クラスについては 56 点を，
基礎クラスについては 22 点をそのカッティングポイントとした。
2.2　TOEIC IP テストの結果
 1 年次終了時の 12 月に，クラス編成の成果と課題を確認し，2 年次の Practical English
および TOEIC I に向けたクラス再編のため，TOEIC IP テスト2 を実施した。クラス種別の
スコアを表 3 に，スコアの分布を図 2 に示す。
 表 3　クラス種別 TOEIC IP テストスコア
クラス数 n M SD 95% CI min max
発展クラス 2 42 466.43 125.68 ［427.27，505.59］ 215 800
通常クラス 23 748 350.12 94.89 ［343.31，356.93］ 20 630
基礎クラス 2 43 217.21 57.16 ［199.62，234.80］ 105 390
  全体 27 833 349.12 103.07 ［342.11，356.13］ 20 800
 注．TOEIC IPは990点満点，CI = Confidence Interval
図 1　クラス編成テストスコアの分布 図 2　TOEIC IP テストスコアの分布
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2.3　テストスコアの関連
 上述したクラス編成テストと TOEIC IP テストの関連について，その散布図を図 3 に示
す。図中の直線は，各クラスの回帰直線を表している。なお，両テストスコアの相関係数




これは，クラス編成テストと TOEIC IP スコアの関連が比較的薄いことを示している。発
展クラスは TOEIC IP スコアのばらつきも大きいようであり，スコアが伸びた学生とそう
でない学生（伸び悩んだ学生）の差が開いた可能性がある。ただしこの解釈には，回帰効
果（平均への回帰）の可能性を考慮に入れる必要があり，さらなる検討が必要であろう。
図 3　クラス編成テストスコアと TOEIC IP テストスコアの関連　　　
2.4　アンケートの集計




Q1. 秋学期の英語授業時間以外で，英語授業の予習，復習，宿題に 1 週間当たり平均何時間
程度，費やしましたか。
  0 全くしていない   1 30 分未満    2 30 分以上 1 時間未満
  3 1 時間以上１時間半未満  4 1 時間半以上 2 時間未満  5 2 時間以上 2 時間半満
  6 2 時間半以上 3 時間未満  7 3 時間以上
Q2. 秋学期の英語授業時間以外で，自主的な英語学習に 1 週間当たり平均何時間程度，費や
しましたか。
  0 全くしていない   1 30 分未満    2 30 分以上 1 時間未満
  3 1 時間以上１時間半未満  4 1 時間半以上 2 時間未満  5 2 時間以上 2 時間半満
  6 2 時間半以上 3 時間未満  7 3 時間以上
Q3. 卒業までに取得したい TOEIC の目標点数は何点ですか。
  0 400 点程度  1 450 点程度  2 500 点程度   3 550 点程度
  4 600 点程度  5 650 点程度  6 700 点程度   7 750 点程度
  8 800 点程度  9 850 点以上
　表 4　アンケート結果
人数分布
n M SD 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
Q1 発展 42 2.38 1.77 10 2 11 6 9 2 2 0 ― ―
通常 735 1.73 1.53 188 182 162 104 65 16 14 4 ― ―
基礎 43 1.81 1.05 5 11 16 9 2 0 0 0 ― ―
Q2 発展 42 1.36 1.62 17 11 4 5 4 0 0 1 ― ―
通常 734 0.78 1.26 428 170 79 23 16 8 2 8 ― ―
基礎 43 0.51 1.01 31 7 1 3 1 0 0 0 ― ―
Q3 発展 42 6.02 1.79 0 1 0 1 6 8 10 8 3 5
通常 730 4.26 2.15 55 30 80 37 190 125 136 29 25 23
基礎 43 2.09 1.93 11 8 11 1 7 2 2 1 0 0
愛知大学名古屋校舎 2011 年度 Reading における選抜クラス編成の成果と課題
― 59 ―
 SPSS 19 によるクラスカル・ウォリスの順位和検定の結果，3 つの質問についてクラス
種による差は 5% 水準で有意であった （Q1:χ2（2, N ＝ 820）＝ 7.15, p ＝ .03; Q2:χ2（2, 
N ＝ 819）＝ 10.71, p ＝ .01; Q3:χ2（2, N ＝ 815）＝ 64.66, p ＝ .00）。ボンフェローニの
方法によって水準を調整した上でマン・ホイットニーの U 検定をペアごとに繰り返した結
果，授業関連の学習時間 （Q1） については，発展クラスと通常クラスの間にのみ有意な差
がみられた （U ＝ 12024.5, p ＝ .014）。自主的な学習時間 （Q2） については発展クラスと
通常クラス （U ＝ 11992.5, p ＝ .007），発展クラスと基礎クラス （U ＝ 593.5, p ＝ .002）
の間にそれぞれ有意な差がみられた。目標スコア （Q3） については，各クラス種間で有意
な差がみられた（発展・通常 : U ＝ 8122.5, p ＝ .000; 発展・基礎 : U ＝ 147.5, p ＝ .000; 
通常・基礎 : U ＝ 7246.5, p ＝ .000）。
 授業関連の家庭学習時間を毎週 1 時間から 1 時間半程度とすると，授業を含めた 1 単位
当たりの学習時間が 45 時間となる。この点を鑑み，毎週 1 時間以上学習していると回答
した学生の数（選択肢で 3 以上をマークした学生）を集計すると，発展クラスでは 42 人中






展 : 40.5％，通常 : 58.3%，基礎 : 72.1%）。
 TOEIC の目標スコアについては，基礎＜通常＜発展という傾向が読み取れる。基礎クラ
スでは下限の 400 点程度という目標（回答 0）に履修学生の 4 分の 1 が集まっており，ス
コア取得への関心の低さがうかがえる。一方，通常クラスでは 600 点から 650 点程度，発
展クラスでは 700 点程度を中心に，学生の目標スコアがばらついているようである。この

















次年度の Practical English および TOEIC I のクラス，さらには 3 年次以降の選択科目等に
おいて，継続的な支援が求められるだろう。





現行の発展 2 クラス・基礎 2 クラスという選抜クラス数について，再考の余地があるかも














発展的な議論が必要となる。また，2010 年度には，TOEIC I のクラス編成のために
TOEIC Bridge を導入したが，このように外部試験を活用するのも一考の余地があろう。4
 クラス編成の方法には，今回実施した選抜方式，昨年度の TOEIC I/II で実施した完全習

















４  2010年度に開講されたTOEIC Iでは，TOEIC Bridgeを用いた完全習熟度別のクラス編成による授
業実践が行われた。その詳細については石原 （2010） を参照されたい。
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    クラス編成テスト（4月） TOEIC IP（12月）
    n M SD 95% CI n M SD 95% CI
発展 HA 21 60.48 2.46 ［59.36，61.60］ 20 473.25 115.92 ［419.00，527.50］
  HB 24 56.54 0.51 ［56.33，56.76］ 22 460.23 136.36 ［399.77，520.69］
通常 A 34 39.97 7.97 ［37.19，42.75］ 33 386.21  96.47 ［352.01，420.42］
B 35 40.26 7.94 ［37.53，42.98］ 34 359.12  84.93 ［329.48，388.75］
C 35 40.83 9.80 ［37.46，44.19］ 33 357.88 107.31 ［319.83，395.93］
D 33 39.09 8.59 ［36.05，42.13］ 32 345.78 102.20 ［308.94，382.63］
E 36 40.14 8.23 ［37.35，42.92］ 36 351.39  88.86 ［321.32，381.46］
F 35 42.83 7.90 ［40.12，45.54］ 33 398.33  90.74 ［366.16，430.51］
G 34 42.62 7.14 ［40.13，45.11］ 34 363.09  84.20 ［333.71，392.47］
H 35 40.54 8.40 ［37.66，43.43］ 34 365.59 105.28 ［328.85，402.32］
I 34 41.38 8.12 ［38.55，44.21］ 31 376.61  91.87 ［342.91，410.31］
J 31 42.52 6.57 ［40.11，44.93］ 30 352.17  87.79 ［319.39，384.95］
K 33 40.82 7.93 ［38.01，43.63］ 31 344.35  78.20 ［315.67，373.04］
L 31 38.61 7.73 ［35.78，41.45］ 30 334.50  94.24 ［299.31，369.69］
M 36 37.97 7.31 ［35.50，40.44］ 36 349.58  85.54 ［320.64，378.53］
N 30 39.37 7.81 ［36.45，42.28］ 28 345.36 114.76 ［300.86，389.86］
O 35 39.06 8.29 ［36.21，41.90］ 34 310.88  66.70 ［287.61，334.16］
P 34 39.59 6.73 ［37.24，41.93］ 34 342.50  71.94 ［317.40，367.60］
Q 35 38.83 8.96 ［35.75，41.91］ 34 309.71 113.22 ［270.20，349.21］
R 35 39.03 8.84 ［35.99，42.06］ 35 356.14  94.25 ［323.77，388.52］
S 35 39.43 8.34 ［36.56，42.29］ 32 343.44 104.85 ［305.64，381.24］
T 34 41.21 7.24 ［38.68，43.73］ 32 377.81  87.89 ［346.13，409.50］
U 34 40.03 8.14 ［37.19，42.87］ 33 346.82  91.63 ［314.33，379.31］
V 33 38.18 8.08 ［35.32，41.05］ 30 315.00  83.78 ［283.72，346.28］
  W 31 37.55 9.73 ［33.98，41.12］ 29 313.79 112.02 ［271.18，356.40］
基礎 BA 28 20.36 0.95 ［19.99，20.73］ 28 235.89  57.54 ［213.58，258.21］
  BB 16 16.25 2.08 ［15.14，17.36］ 15 182.33  37.60 ［161.51，203.16］
